
  

行 事 等 結 果 報 告 

社会教育委員の会議 

令和３年１０月２１日 

地 域 学 習 支 援 課 

１ 行 事 名 

令和３年度 非核平和学習事業 

「小・中学生広島平和学習」、「原爆写真パネル等展示」、 

「被爆体験者の講演」 

２  開催年月日等 

１ 広島平和学習   【中止】 

２ パネル等展示   8 月 17 日（火）～22 日（日） 

３ 被爆体験者の講演 【中止】 

３  会 場 ２ パネル等展示：中央公民館ギャラリー 

４ 内 容 

１ 小・中学生広島平和学習【中止】 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、式典に参列できる自治体

枠が対象外となり、本事業の主となる広島平和記念式典に参列できな

いため中止とした。 

２ 原爆写真パネル等展示（１２回目） 

 中央公民館ギャラリーにて、広島平和記念資料館から資料を借り受

け展示、上映を実施した。 

・「ヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター」及び「子どもたちの平和ポ

スター」を展示。 

・広島市立基町高等学校の生徒と被爆体験証言者との共同制作による

「原爆の絵」をギャラリー外の廊下側に展示。 

・記録映画「ヒロシマ・原爆の記録」、「ヒロシマ・母たちの祈り」、ア

ニメ「ヒロシマに一番電車が走った」、「つるにのって－とも子の冒険

－」、「命の水～ひろしま水道物語～」を上映。 

・被爆体験者の講演を中止したため、過去の講演を記録したＤＶＤを

上映。 

３ 被爆体験者の講演【中止】 

 講師が高齢であり、感染リスクが高いため中止とした。 

５ 主 催 小平市教育委員会 

６ 参 加 者 数 
２ パネル等展示 ２３０名（大 人 男 ８５、女１０１ 

              子ども 男 ２４、女 ２０） 

７ 特 記 事 項 ２ パネル等展示 ＤＶＤ ８３回上映 

備 考 
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行 事 等 開 催 予 定 

社会教育委員の会議 

令和３年１０月２１日 

地 域 学 習 支 援 課 

１ 行 事 名 令和４年 成人式 

２  開催年月日等 令和４年１月１０日（月・祝） 

３  会 場 ルネこだいら 大ホール 

４ 内 容 

目的：おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする
青年を祝いはげます。 

対象新成人：平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれ 
 
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、例年行っている開催

方法を変更して実施する。 
・午前と午後の２部制で開催（令和２年から約１時間短縮、各部

とも同一内容） 

【午前の部】午前１１時～正午 

【午後の部】午後２時～３時 

 ※午前と午後の間に座席等の消毒作業を行う予定 

・会場であるルネこだいら大ホールの利用可能人数は、９月３０

日現在６１４人（定員１，２２９席の５０％）。２部に分けて

開催することにより、大ホールの利用可能人数に近い参加見込

者数となる。 

・式典の時間的制約及び会場の利用人数制限から、主催者として

市長、教育長は参加し、市議会を代表して市議会議長のみ招待

する。その他の来賓の招待は行わない。 

・式典内容、感染拡大防止策の詳細については、現在、成人式実

行委員会で検討中。会場に来ることができない方に対して、平

成２３年より実行委員会で実施している式典のライブ配信を

継続する予定 

５ 主 催 
共催：小平市、小平市教育委員会 
企画・運営：成人式実行委員会 

６ 参 加 者 数 
 （前 年 実 績） 

対象者（令和３年９月１０日現在） 
男性：１,１１３人 女性：１,１００人  合計：２,２１３人   
 
対象者（令和２年度） 
男性：１,１９１人 女性：１,１２９人  合計：２,３２０人   
オンライン開催 
視聴者数：最大５５０人  天候：くもり 

７ 特 記 事 項 
９月下旬に対象者へ開催方法の変更通知を郵送するとともに、市
報９月２０日号、市ホームページにて周知 

備 考  今後の社会情勢、新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、再度対応を見
直す。 
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行 事 等 開 催 予 定 

社会教育委員の会議  

令和３年１０月２１日 

地 域 学 習 支 援 課  

１ 行 事 名 令和３年度青少年健全育成講演会 

２  開催年月日等 
令和３年１１月１０日（水） 

午後３時～４時（予定） 

３  会 場 中央公民館 ホール 

４ 内 容 

「今こそストップ！ 薬物乱用」 

講師：日髙 由佳子 氏 

東京都多摩小平保健所 生活環境安全課 薬事指導担当 

 

現在、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、人と

の接点が減り、孤立感や孤独感、ストレスや不安を一人で抱え込

むことが多くなり、薬物へのリスクが高まっているといわれてい

る。 

今回の講座では、薬物を許さない地域社会づくりを目指し、国

内、東京都の薬物汚染の実態、乱用薬物の入手方法、薬物乱用が

身体に及ぼす影響とその害や、子どもたちはなぜ薬物に手を出す

のか、子どもを薬物から守るための大人の役割などについて学ぶ

ための講座を開催する。 

５ 主 催 小平市教育委員会 

６ 参 加 者 数 
 （前 年 実 績） 

７９人（予定） 

小平市青少年対策地区委員会関係者  １９人 

地域教育・放課後子ども教室関係者  ６０人（４７+１３） 

 

３０人 

小平市青少年対策地区委員会関係者  １２人 

地域教育・放課後子ども教室関係者   ９人 

一般                 ９人 

７ 特 記 事 項 
本講演会は、青少年対策地区委員会代表者協議会研修と兼ねて行
う。また、地域教育及び放課後子ども教室のコーディネーター等
の研修としても位置付ける。 

備 考  
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行 事 等 結 果 報 告 

社会教育委員の会議 

令和３年１０月２１ 日 

中 央 公 民 館 

１ 行 事 名 公民館主催イベント（9月） 

２  開催年月日等 

①友・遊子どもまつり 

 9 月 11 日（土）午前 10 時～12時 30 分 

②タイムリー講演会 宇宙飛行士になろう 

9 月 18 日（土）午前 10時 30 分～正午 

３  会 場 ①及び②中央公民館（Zoom による配信のみ） 

４ 内 容 

① 当初、未就学児親子対象の中央公民館での工作等の体験と、小学

生対象の折紙とクッキングのZoom配信を実施する予定であったが、

新型コロナの感染状況を勘案し、小学生対象の Zoom 配信のみの実

施とした。お寄せいただいた感想では、親子でふれあいながら一緒

に楽しんでいただけた様子が伺えた。なお、来館した未就学児親子

には、ビーズ工作キット又は風船を配布した。苦情等は無かった。 

② 高学年のジュニア（小学 4 年～中学生）を対象に Zoom 配信で実

施した。講師に、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）

の研究開発員を迎え、宇宙飛行士の仕事や国際宇宙ステーションの

内部について等、動画や写真を交えながら様々な話を講義していた

だいた。また、受講者からのチャットによる様々な質問にも丁寧に

ご回答いただいた。主たる対象は高学年のジュニアであったが、保

護者や兄弟で一緒に受講する姿も見られた。アンケートによると大

変好評で、ジュニア世代に夢を持たせる好機となった。 

５ 主 催 ①及び②中央公民館 

６ 参 加 者 数 

①「折り紙で遊ぼう」Zoom11 人 

「親子で超簡単クッキング」Zoom27 人 

②「タイムリー講演会 宇宙飛行士になろう」Zoom20 人 

７ 特 記 事 項  

備 考 
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行 事 等 開 催 予 定 

 社会教育委員の会議 

令和３年１０月２１日 

中 央 公 民 館 

１ 行 事 名 公民館主催イベント（11 月） 

２  開催年月日等 ①サークルフェア 2021 11 月 6日（土）、7日（日） 

３  会 場 ①中央公民館 

４ 内    容 

① 例年同時期に金～日の三日間実施、令和 2 年度は中止。 

公民館のサークル活動を多くの方に知ってもらうためのイベント

で、展示会（サークル活動の内容展示）と体験会（普段のサークル活

動の体験）、サークル紹介ステージ（各サークルの PR 及び各ブースへ

の勧誘）を行う。今年度は開催日程を土日のみ、内容もサークル展示

会及び体験会のみとし、サークル紹介ステージは中止する。 

  

 展示会：午前 9 時～午後 5 時 1 階ギャラリー及びプロムナード 

     ※7 日は午後 3 時 30 分まで 

 体験会：午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分 地下～2 階の各部屋 

 共 通：出入自由、無料（体験内容により材料費等実費の発生あり） 

５ 主    催 ①サークルフェア 2021 実行委員会、中央公民館 

６ 特 記 事 項 ①令和元年度参加（来場）者 1,982 人 

備考： 新型コロナウイルス感染症の動向により、変更・中止になる場合がある。 
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